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はじめに

豚サーコウイルス２型関連疾病（�����）は豚サー

コウイルス２型（����）の感染に起因し、進行性の

発育障害を主徴とする離乳後多臓器性発育不良症候群

（����）が代表的な病態である。����は離乳後事

故率の増加という形で顕在化し、この対処法の一つと

して����不活化ワクチンが用いられている。市販さ

れている����ワクチンには母豚に投与して初乳を介

した受動免疫により子豚を防御する母豚用ワクチンと、

子豚に直接投与して能動免疫を誘導する子豚用ワクチ

ンがあり、いずれも����感染による死亡率や増体重

低下の改善等を効能又は効果として謳っている。

一方、����は豚の繁殖障害にも関与していること

が野外からの症例で報告されている���。����は水平

伝播の他、母豚から胎子への垂直感染が証明されおり���、

����の実験感染によって繁殖障害が引き起こされる

ことが確認された���。また、繁殖雌豚への����ワクチ

ン使用実績が増えていくにつれ、受動免疫による子豚

に対する効果のみでなく、母豚の繁殖成績が改善され

る例が報告されている���。そこで、我々は雌豚の繁殖障

害への����の関与について検討するため、����陽

性農場で出生時に斃死が確認された死産子から����

の検出を試みるとともに、母豚用ＰＣＶ�ワクチン（サ

�ーコバック��）の����による繁殖障害に対する効果に

ついて検討した。

試験農場概要及び割り付け

繁殖雌豚あるいは子豚から����が検出され、過去

１年間の離乳後事故率が約１４～２１％で、その内

�����と考えられる事故率が約１０～１５％であった一

貫経営の国内２農場（農場Ａ：母豚数約２５０頭及び農場

Ｂ：母豚数約１４００頭）で試験を実施した。当該農場は

いずれも����ワクチンを接種していない農場であっ

た。供試豚２４５頭を農場Ａ及びＢにそれぞれ６４頭及び

１８１頭ずつ農場規模に応じて割り付け、各農場で試験群

及び陰性対照群が同数になるように繁殖雌豚（母豚及

び繁殖候補雌豚）を振り分けた（表１）。ただし、母豚

は直近の分娩日に偏りがないようにし、繁殖候補雌豚

は妊娠鑑定により１回の交配で妊娠しなかったと判断

されたものは妊娠鑑定以降除外した。サーコバックを

用法及び用量に従って、母豚には分娩前に２回、繁殖

候補雌豚には交配前２回及び分娩前１回の計３回接種

したものを試験群とし、無投与のものを陰性対照群と

した。
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表１　供試豚の割り付け
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試験方法

供試豚について一般臨床症状及び接種局所の観察を

行うとともに、交配、受胎、分娩状況（流産、早産及

び死産等）、産子数及び産子の状態（黒子、白子、ミイ

ラ、奇形等）を全頭について観察した。また、由来産

子について出生後離乳までの哺乳期間中、一般臨床観

察を行い、離乳頭数を確認した。初回投与時及び離乳

時に検査対象として選定した母豚から血液、直腸スワ

ブ及び初乳を採取した（表１）。繁殖候補雌豚の検査対

象はそれに加えて妊娠鑑定時のサンプリングを追加し

た。また、検査対象の繁殖雌豚由来子豚の一部につい

ても離乳時にサンプリングを実施した。

流産及び早産した胎子は、心臓及び腸間膜リンパ節

を腹毎にプールしてリアルタイム���（�����）によ

る����の遺伝子検査�����を実施するとともに、１腹に

つき１頭の胎子の心臓及び腸間膜リンパ節について、

抗����血清を用いた免疫組織化学（���）検査を含

む病理組織学的検査を実施した。さらに、分娩時に斃

死した死産子についても、死産子を分娩した繁殖雌豚

の約半数について、死産子の臓器を腹毎にプールして

流産及び早産の胎子と同様に����の遺伝子検査を

行った。一腹当たり４頭以上の死産子が認められた場

合には、その内の１頭の産子について同様に病理組織

学的検査を実施した。また、哺乳期間中に由来産子が

斃死した場合には、その一部について剖検を実施して

肺、肝、リンパ節等の肉眼所見を確認した後、腸管内

容物を検査材料としてウイルス及び細菌検査を実施し

斃死の原因を究明した。

統計学的解析は市販の統計解析ソフト（�����）を

用いて農場ごと若しくは両農場を集計した成績につい

て群間の比較を行った。有意水準はいずれも５％とし

た。

結果及び考察

試験期間中の全身及び局所の臨床観察によってサー

コバック接種に起因すると考えられる異常は認められ

なかった。����の���������	�
����
���������に

対する�����抗体価はワクチン接種後のいずれのサ

ンプリング時点においても試験群は陰性対照群を上

回っていた。

農場Ａでは陰性対照群の母豚２１頭中２頭で流産が認

められ、�����による����抗原検査によって胎子か

ら����に由来する遺伝子断片が５．９～８．６����������

コピー��検出された。また、病理組織学的検査におい

てリンパ球の消失・壊死や肉芽腫性炎症が認められ、

���検査で病変部に一致した����抗原陽性所見が認

められた。一方、試験群の子宮脱を呈した母豚由来胎

子からは���検査で����は検出されなかった（表２）。

死産子を分娩した繁殖雌豚の割合は、農場Ａ及び農

場Ｂのいずれにおいても試験群は陰性対照群より低

かった（�＜０．０１、表３）。また、試験群では死産子の

臓器から����が全く検出されなかった（０％）のに

対して、陰性対照群では高い割合（７５％～９２％）で検

出された（�＜０．０５）。陰性対照群由来死産子の病理組

織学的検査では肺や肝組織に細胞質内封入体が認めら

れ（図１）、���検査を行った陰性対照群由来死産子の

全てで病変部に一致した����陽性所見が認められた

（図２）。一方、試験群の死産子からは ���検査で

����は検出されなかった。

哺乳期間中に斃死した産子のウイルス及び細菌検査
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表２　流産胎子からのPCV2 検出
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結果から、斃死の原因は農場Ａの繁殖候補雌豚がロタ

ウイルス感染症、母豚がサルモネラ感染症、農場Ｂの

繁殖候補雌豚がクロストリジウム及びロタウイルスの

混合感染症、母豚がクロストリジウム感染症と全て判

断され、試験群と陰性対照群の斃死の原因に差はな

かったが、繁殖雌豚の哺乳期事故率は試験群が陰性対

照群より低い傾向にあった。

繁殖成績に関しては、農場Ａ及びＢともに死産子数は

試験群が陰性対照群より有意に少なかった（それぞれ

１．２頭及び０．８頭）。それに伴って生存産子率も試験群

が陰性対照群より農場Ａ及びＢともにそれぞれ１１．８％

及び７．３％高かった。また、離乳頭数に関しても試験群

が陰性対照群より０．６頭及び１．７頭多かった（表４）。

陰性対照群の流産胎子及び死産子のみから５．９～８．６

����������コピー��の����由来の遺伝子断片が検出

され、サーコバックを接種した試験群では生存産子数

や離乳頭数の増加といった繁殖指標の改善が認められ

たことから、����は流産や死産子の増加、哺乳子豚の

損失といった繁殖指標に影響を与えていることが示唆

された。調査を実施した農場は����による離乳後事

故率の増加が認められていた農場であったが、繁殖雌

豚に対しても繁殖指標の低下に����が関与していた

と考えられた。試験群では死産子から����が全く検

出されなかったことから、産子は繁殖雌豚へサーコ

バックを投与することによって����感染から防御さ

れたことが示唆された。以上のように、����感染負

荷の高い農場における����に関連する繁殖指標成績

低下に対してサーコバックを接種することによって改

善効果が認められることが明らかとなった。

�サーコバックはメリアルの所有登録商標
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表３　死産子からのPCV2 検出

図１　陰性対照群由来死産子の肺組織像（HE染色、４００
倍）（矢印：細胞質内封入体）

図２　陰性対照群由来死産子の肺組織像（PCV2 免疫
染色、４００倍）
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 A �
 B �  
���  ����� ���  ����� ���  �����

����  n=29 n=26 n=82 n=78 n=111 n=104 
���� /�  9.5±2.5 10.4±2.8 11.5±1.9 11.4±2.2 11.0±2.3 11.1±2.4
����  /�  0.2±0.4* 1.4±1.6 0.6±1.1* 1.4±1.8 0.5±1.0* 1.4±1.7 
����  (%) 1.6±3.7* 13.4±15.5 5.0±8.0* 12.3±14.4 4.1±7.2* 12.5±14.6
� ���  /�  9.3±2.5 9.0±2.8 10.9±1.7* 9.9±2.4 10.5±2.1* 9.7±2.6 
� ���  (%) 98.4±3.7* 86.6±15.5 95.0±8.0* 87.7±14.4 95.9±7.2* 87.5±14.6
!"#�$�  /�  0.3±0.5 0.6±1.2 0.7±1.0* 1.4±1.6 0.6±0.9* 1.2±1.6 
!"#%&�  (%) 2.6±5.0 6.0±11.5 6.1±8.6* 14.7±17.5 5.2±7.9* 12.5±16.6
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'"�  (%) 97.4±5.0 94.0±11.5 93.9±8.6* 85.3±17.5 94.8±7.9* 87.5±16.6

* ���)�����*+�,�-./0123  (p<0.054 Aspin-welch * t 56 ) 

表４　繁殖指標に関する成績




